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地震動の周期特性について地表断層地震（地表断層変位を生じる地震）と地中断層地震（地表断層変位を生じ

る地震）の区分および地震規模の観点から整理し，平均的な地震動特性の観点から３つのグループに分類できるこ

とが分かった。 

Somerville (2003) および Kagawa et al. (2004) は，ある地震による地震動のスペクトル距離減衰式［Abrahamson 

and Silva (1997) ］からの偏差について検討し，Mw6.5 から 7 程度の地震では，周期１秒付近の地震動が地中断

層で平均的な特性よりも大きく，地表断層では小さいことを指摘している。図にはそのような事例を示す。ここで

は，その検討をより小さい地震に拡張し，かつ近年発生した内外の地震を含めた検討をおこなった。対象としたも

のは内外の 24 地震（日本の地震は７）である。 

まず，震源断層を予め特定できる地震と特定困難な地震および地表断層地震と地中断層地震の区分を組み合わ

せた４通りの分類を設定し，その中で地震規模の大小（大きいものは Mw6.5 程度以上，小さいものはそれより小さ

い）に分けて検討を始めた。最終的には似通った特性を持ったものを統合することによって，以下の３通りのグルー

プに分類した。 

(a) 地表断層型 

周期１秒程度の周期帯を中心に，全周期帯で平均的な地震動よりも小さい傾向を示す。 

(b) 規模の大きい地中断層型 

周期１秒程度の周期帯を中心に，全周期帯で平均的な地震動よりも大きい傾向を示す。 

(c) 規模の小さい地中断層型 

周期 0.1 秒程度の周期帯を中心に，全周期帯で平均的な地震動よりも大きい傾向を示す。 

このような地震動特性を生じる要因について，地震断層の小さい方から順に以下のように考えることができよ

う。地中断層地震の規模の小さいものは，地震発生層の比較的深いところで発生しており，応力降下量の高いアス

ペリティによる短周期の地震動が卓越する。また，アスペリティが小さく深いため，フォーワード・ディレクティ

ビティに起因する長周期パルス波が顕著に成長しない。地中断層地震の規模が大きくなると，ほぼ地震発生層全体

に断層面が広がる。そのため，断層の大きさがほぼ地震発生層の幅に等しい正方形となり，地震規模が同じ（Mw6.5）

程度に規定される。アスペリティの大きさも数 km 四方程度となり，フォーワード・ディレクティビティによって

周期１秒程度の長周期パルス波を生成する条件が整う。それよりも規模が大きくなると地表断層を生じるようにな

る。Kagawa et al. (2004) によると，地表断層地震を特徴付ける，応力降下量が小さくゆっくりすべる浅いアス

ペリティの影響が卓越し，規模の割には大きな地震動を生じない。ただし，周期数秒の長い周期帯では平均よりも

大きな地震動を生じることがある。 

現在の強震動評価の枠組みでは，これらのうち(a)の地表断層型の地震について想定活断層に起因する「固有地

震」として評価していることに相当する。しかし，仮定した地震規模に対して，(b)，(c)の地中断層型の断層破壊

シナリオを想定した方がより危険な地震動を生じる場合が懸念される。そのため，活断層に「固有ではない地震」

についての断層破壊シナリオ設定の方法を確立し，想定断層で少なくともふた通りのグループの地震動を評価して

ゆくことが重要と考えられる。具体的には，以下のような検討法が考えられる。 

1) 明瞭な活断層として大規模な震源断層が特定される場合 

その活断層全体が活動する(a)地表断層型のシナリオと活断層の一部（Mw6.5 程度の領域）が活動する(b)規模の

大きい地中断層型のシナリオを想定する。 

2) 明瞭度の低い短い活断層や活褶曲構造が存在する場合 

その活断層や褶曲全体について(b)規模の大きい地中断層型の断層破壊シナリオを想定する。 

3) 活断層や活褶曲が存在しない場合 

規模の小さい(c)規模の小さい地中断層型の断層破壊シナリオを地震発生層内に複数想定する。 

地表断層地震と地中断層地震を区別した断層破壊パラメターの設定法については，運動学的断層破壊モデルに

依拠した Kagawa et al.(2004)の提案があるが，これを動力学的なモデルで検証・拡張することが課題となろう。 
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